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身につけられることを明らかにした。
　これをもとに、実際に「弾き歌い」の授業
を行っているが、母音がひととおり習得でき
たところで子音の発音について意識を向ける
ことになる。母音の音色が主に個々人が醸し
出す雰囲気や曲全体の雰囲気を左右するのに
対し、子音は単語一つひとつの性格を表現す
るのに大きな役割を持つと思われる。例えば、
「めだかの学校」（茶木滋作詞、中田喜直作曲）
の歌詞「そーっとのぞいて」の部分の「そ」は、
子音Ｓをどのように発音するかによってその
情景のイメージが大きく変わってくる。この
ように子音に注目して歌唱指導を行う中で、
学生が歌うだけでなくメロディーをピアノで
弾きながら歌う段になると、歌詞とピアノ部
分のリズムが一致していない箇所でつまずく
傾向が多く見られることに気付いた。特に、
子音である撥音「ん」を持つ単語の箇所が非
常に不安定である。これは、多くの学生が撥
音「ん」の存在に鈍感であること、また、日
本語の撥音「ん」が音声学的に特殊な性質を
持つため、撥音「ん」を含む単語がメロディー
Ⅰ．はじめに
　保育者養成課程においては、「弾き歌い」の
技術を音楽教育のひとつとして習得する。こ
の目的は、演奏や表現することの楽しさを体
現することや一曲を歌い終わったときの達成
感を指導者と子どもとで共有するというよう
な情操的な目的のほかに、初めて歌う曲がど
のような曲であるかを子どもに知らしめる役
割・初めて歌う歌を口伝えで教授する際の補
助的な役割、すなわち「範唱」することであ
ると考えられる。著者は前回の実践報告にお
いて１）、模範となる「範唱」には①歌詞がはっ
きりと聞き取れる明瞭な発音、②音色と声量
について、不快感なく聞き取りやすく、幅広
いレンジ（音色の明暗や強弱など）を網羅で
きる発声、③顔の表現も含め歌詞の内容に
合った豊かな表現、といった三つの要素を持
つ歌唱技術を習得できれば魅力的な「範唱」
となるが、そのために日本語の発音、特に母
音の発音を徹底することで上に挙げた三要素
をいわゆる専門的な声楽的指導に依らずとも
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とは言い難い。一方、渡辺・山田・中山（1994）
６）は撥音「ん」をプロのソプラノ歌手が歌う
際、基本周波数と聞こえる高さの知覚につい
て研究しているが、あくまで撥音「ん」の発
声そのものに特化しており、やはり歌詞とし
ての表現について言及されてはいない。
　そこで本稿では、まず撥音「ん」に注目し、
「弾き歌い」に際し違和感や混乱を覚えやす
い原因を探るべく、子どもの歌に出現する撥
音「ん」を含む単語の特徴と、メロディー中
の撥音「ん」の処理のされ方を分析する。次
に、撥音「ん」の処理のされ方を基に、撥音
「ん」を含む単語部分の表現の仕方を検証し、
ゆたかな表現で「範唱」として「弾き歌い」
できるようにするための指導方法について考
察する。
Ⅱ．音声学上の撥音「ん」の特徴
　日本語の発音において撥音「ん」は他の主
な言語の「ｎ」とは異なる性質を持ち、日本
語の音の中でも例外的な立場にある音である。
例えば以下に挙げるような点が特徴的である。
（１）子音であるが、母音的要素を持つ。発
音する時は声帯が震える有声音であり、
持続して発音し続けることができる。
（２）撥音「ん」は子音であるため、撥音「ん」
のみで音節を作ることはないが、日本
語の特徴である１モーラ（音韻論上、
ひとまとまりに聞こえる音を１単位と
した音節とは別に、「音節１つ分の長さ
を基準とした時間的単位」７））として
の長さを持つため、１音節とほぼ同じ長
さを持つ。すなわち、撥音「ん」を含
む単語を音節で数えた場合とモーラ単
位で数えた場合で音の数は必ずしも一
致しない。音節としてカウントする場
になった場合に起こる違和感や混乱に起因し
ているのではないかと考えた。また、撥音「ん」
の存在をないがしろにせずむしろ他の子音と
同様に丁寧に扱うことは、この違和感や混乱
を音楽表現のひとつに変える手段になるので
はないかと思い至った。
　歌詞中の撥音「ん」あるいは撥音「ん」を
含む特殊モーラ（本稿では「１モーラの長さ
をもちながら音節として独立できないモー
ラ」２）、すなわち撥音・促音・長音・拗音と
定義する）と歌唱に関する研究は、あまり多
くはないように思う。
　2010年から2016年に発表された日本語歌謡
曲の歌詞のリズムについて、特殊モーラの自
立性を焦点に考察した平田（2017）３）は、独
自の判断基準で「（1970年代に発表された楽
曲と比較して）特殊モーラの自立性が、近年
の歌謡曲の歌詞において低下し、リズムの単
位として音節が用いられる頻度が上昇してい
る」との結論を出している。また、村尾・夏
目（2012）４）は子どもの歌について作曲者が
撥音「ん」をどの位置にどのように配置した
のかという視点で『わらべうた』『尋常小学
唱歌』『新しいこどもの歌』の分析を行った。
単語に含まれる撥音「ん」が、拍節のどこに
位置するかを７つのパターンに分類したこと
は、本論文においても参考となるところであ
る。また、籾山・水野（2017）５）は歌詞の撥
音と促音の部分がどのような長さ・割合で歌
われているかを、採録により音響学的に分析
している。しかし、これらの先行文献は、撥
音「ん」を含む単語に当てられたリズムや長
さについて、そのパターンを分析することを
主眼としており、歌唱の表現に結び付けて実
際に歌ったときの特徴や効果に言及している
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音「ん」の処理を検証するのに適切とはいえ
ない可能性がある。例えば、歌詞が有節の形
をとる（繰り返しにより、歌詞が１番、２番・・・
と続く）曲で、２番以降の歌詞について１番
のメロディーおよびリズムに単に当てはめて
いると思われる場合は、意図を持って歌詞に
沿ったメロディーやリズムを配置したとは言
い難い。また、記譜上、４分音符に２音の文
字を当てはめている場合などは、歌う速度や
慣習によって８分音符２つで表記したのと同
等と解釈できるものもある（例：「サンタク
ロースがやってくる」、「とんでったバナナ」
など）。なお、使用する教材は、オリジナル
をそのまま掲載している場合もあるが、編曲
されている場合もあるので、他の教材と相違
する可能性があると断っておく。
　しかし、これらの前提があるとしても、
140曲について撥音「ん」の扱われ方の傾向
をとらえることは、本稿において問題点とし
て挙げた撥音「ん」を含む単語がメロディー
になった際に時として覚える違和感や混乱を
克服する糸口となると考える。
Ⅲ－１．撥音「ん」を含む単語の特徴
　まず、140曲の中に現れる撥音「ん」を含
む単語について分類を試みた。撥音「ん」を
含む単語は約330箇所を超え、品詞でまとめ
てみると名詞が約200箇所、動詞・形容詞な
どが約95箇所で大部分を占めた。しかし分類
しながら観察を行っているうちに、撥音「ん」
はカウント数どおり名詞に多く出現するとい
うよりも、敬称の接尾辞、オノマトペ、名詞・
動詞に現れる音便として特に頻繁に出現する
ことに気がついた。＜敬称の接尾辞＞は「〇〇
さん」、「〇〇ちゃん」などを指すが、選択し
た曲集が子どもの向けの曲集であるため、こ
合、撥音「ん」の直前の語と合わせて
１音節とするのに対し、モーラでカウ
ントすると、撥音「ん」単独で１モー
ラとなるので、例えば「音楽（おんがく）」
は３音節４モーラとなる。
（３）調音位置が後続する音の発音によって
変わる。会話では無意識のうちに変化
させている。
Ⅲ．メロディーに乗せた撥音「ん」を含
む単語の特徴とその処理
　上記に挙げた３つの特徴のうち（１）およ
び（２）は、撥音「ん」を含む単語を作曲す
る際に大きく影響を与えると思われる。通常
日本語に作曲されたメロディーには主に１音
に１音節を乗せるが、撥音「ん」はそれ自体
で音節となり得ないにも関わらず１モーラの
長さをもつ有声音であるため、１音をあてが
うことができるからである。
　では、実際に歌詞に撥音「ん」を含む歌詞
に作曲されたメロディーの中において、撥音
「ん」はどのように処理されているのであろ
うか。これを検証するため、本学で教材とし
て使用している『ポケットいっぱいのうた』８）
に掲載されている日本語の曲140曲のうち撥
音「ん」を含む単語部分のメロディーを取り
出し、撥音「ん」を含む単語にはどのような
特徴があるのか、また、撥音「ん」がメロディー
上どのように配置されているかについて具体
的に観察を行った。
　ただし、どの曲も撥音「ん」をどのように
歌ってほしいかという作曲者の意図が明確に
譜面に表れているわけではない。メロディー
ラインやリズムによる曲調を優先して歌詞を
当てはめたという場合や、もとは外国語の曲
で日本語の歌詞をあてはめた場合などは、撥
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日本語の音節は、母音のみあるいは子音＋母
音の組み合わせがほとんどであるため、１文
字で１音節が作られる。すなわち、１音に１
文字、となる（譜例１、２９）は共に一つの音
符に一つの文字があてがわれている）。一つ
の音に一つの子音と母音が乗り、１音は母音
で終わる（開音節）。
　しかし例外として、本来単独で音節とはな
り得ない子音であるはずの撥音「ん」は、有
声音であるため１音をあてがうことが可能と
なる（譜例１および２の「ん」部分）。これ
は日本語の歌詞を持つメロディーの大きな特
徴で、少なくとも音節型の言語である英語・
フランス語・ドイツ語などの歌詞ではほとん
ど見られない。譜例３10）はドイツ語の例であ
るが、どの音にも１音節が乗せられてはいる
が、「ｎ」単独で音価を与えられることはほと
んどない。
　このように音節ではない撥音「ん」にも１
音を配置した場合を、撥音「ん」の「モーラ
型処理」と呼ぶことにする。
これに対し「音節型処理」は、音節の区切り
に準じて撥音「ん」が直前の語とともに１音
にあてがわれている形をいう（譜例４11）の「か
のような語尾は人間に限らず動物等にもつけ
られ、多くの曲に出現する。同様に、楽器・
自然・動作・動物の鳴き声や様子を表す＜オ
ノマトペ＞も多く、撥音「ん」を含むものが
目立つ。また、現代の子ども向けの曲が大多
数を占め、唱歌などを除き口語的な歌詞が使
用されているため、自然と＜撥音便＞が多く
なっている。この括りでカウントすると、敬
称の接尾辞は約50箇所、オノマトペは約40箇
所、撥音便は約85箇所となった。
　このように「弾き歌い」を行う曲の中で撥
音「ん」が含まれる単語には一定の傾向があ
ることが分かった。また、特に＜敬称の接尾
辞＞と＜オノマトペ＞は、子どもの歌の歌詞
の中で印象的な役割を担い、「弾き歌い」する
際により表現を工夫すべき単語といえよう。
そのためにも、単語中の撥音「ん」の存在に
敏感になり、歌う際に十分注意を払う必要が
あると考える。
Ⅲ－２．撥音「ん」の「モーラ型処理」と「音
節型処理」
　次に、単語中の撥音「ん」がメロディーの
中でどのように配置されているかという形式
的な記譜上の視点で分類を試みた。音声学的
な撥音「ん」の特徴上、撥音「ん」を含む単
語は、撥音「ん」が１モーラとして１音をあ
てがわれた配置、あるいは、１音節として直
前の語と合わせて１音をあてがわれた配置の
二種類に分類できると考え、これをそれぞれ、
撥音「ん」の「モーラ型処理」、「音節型処理」
と呼ぶことにする。以下に、「モーラ型処理」
と「音節型処理」とを説明する。
　先に述べたとおり、通常日本語に作曲され
たメロディーには主に１音に１音節を乗せる。
譜例１
譜例２
譜例３
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鈍感であると、これらの処理の違いによる歌
い分けは見過ごされやすく、ゆえに譜面どお
りにピアノを弾きながら歌おうとすると違和
感や混乱を覚えることになる。
Ⅳ．撥音「ん」を含む単語の表現の仕方
　上述したメロディーの中での撥音「ん」の
「モーラ型処理」および「音節型処理」は、
形式的な記譜上の分類である。しかし形式的
ではあっても、楽譜から表現を読み取り、演
奏に反映しようとすると大きな違いとなる。
ここでは、１．「モーラ型処理」された撥音「ん」
の基本的な歌い方、２．「音節型処理」された
撥音「ん」の基本的な歌い方、３．それぞれ
の処理の基本的な歌い方を踏まえた撥音「ん」
を含む主な単語の表現の仕方、について具体
例を挙げながら、子どもの歌をより豊かな表
情をもって「弾き歌い」するためのテクニッ
ク的な指導方法を述べる。
Ⅳ－１．「モーラ型処理」された撥音「ん」
を含むメロディーの基本的な歌い方
　「モーラ型処理」された撥音「ん」を含む
メロディーは、基本的に記譜どおりにリズム
に合わせて歌えばよい。しかし、譜面上で音
価が与えられている撥音「ん」をしっかりと
歌おうとするばかりに直前の語と撥音「ん」
を分離して歌ってしまう傾向にある。曲調が
生き生きと元気のよい曲や付点の連続などリ
ズムを重視する曲はそれでも違和感はないが、
そうでない場合は単語が一語一語に途切れ、
単語として把握しづらくなるので注意が必要
である。これは直前の語から撥音「ん」にか
けてアクセントをつけずにストレスなく移行
させ、撥音「ん」を正しい調音位置で発音し
てから直後の語を歌うことで解決できる。「七
ん」）。
　音声学上、特殊モーラである撥音、促音、
長音および拗音は、直前の語と合わせて１音
節、すなわち、２文字で１音節とカウントさ
れるためにこのような処理が存在する。これ
は音節型の言語である英語・フランス語・ド
イツ語などでは一般的であり、譜例３の「ein」
「Röslein」「stehn」と同様の処理である。
　以上のように、撥音「ん」を含む単語は「モー
ラ型処理」と「音節型処理」のどちらかで作
曲される。単純にカウントしたところ、撥音
「ん」を含む単語のうち「モーラ型処理」さ
れているものが約215箇所、「音節型処理」が
約115箇所であった。しかし、カウント数を
挙げてみたものの、ここではそれぞれの数の
差異は単に傾向であり、特に問題とはならな
いと考える。なぜなら、撥音「ん」はどちら
にも処理され、記譜される可能性があり、そ
れは作曲者の意図やセンスに委ねられるもの
で正解や優劣はないからだ。単語のイント
ネーションを大切に作曲するのか、曲全体の
雰囲気を重視するのかでも違いは生じ、同じ
単語でも、曲によって処理の型が変わってく
るのはもちろん、一曲の中でも両方で処理さ
れていることもある。敢えて「モーラ型処理」
の方が多い理由を考えるならば、俳句の文字
の数え方がモーラを基準にしているのと同様
の感覚で、日本語の歌詞は基本的にモーラに
沿って音を乗せることと、リズムを出しやす
いからであろう。
　ところが、歌う際には撥音「ん」の存在に
譜例４
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例６－ｂ）。ただしこの場合、直前の「の」
と撥音「ん」をゆるやかに変化させるような
発音で歌い、撥音「ん」だけを目立たせるよ
うな歌い方をしないというような工夫が必要
である。
　以上は、撥音「ん」を日本語の歌詞として
表現するための歌唱のテクニック的な指導方
法であるが、そこに単語の持つイメージや雰
囲気を更に表現する必要がある。そこで次に、
Ⅲ－１．で述べた、子どもの歌の中で割合の
上でも多く存在し、特に重要と思われる撥音
「ん」を含む単語の種類＜敬称の接尾辞＞お
よび＜オノマトペ＞に焦点をあて、これらの
単語について具体例を挙げながら表現の仕方
を説明する。
Ⅳ－３－１）＜敬称の接尾辞＞の表現
　＜敬称の接尾辞＞における撥音「ん」の処
理は、「モーラ型」も「音節型」もほぼ同数で
あった。Ⅲ－２．で述べたとおり撥音「ん」
を含む単語全体では「音節型処理」の約２倍
の多さで「モーラ型処理」で作曲されている
ことを考えると＜敬称の接尾辞＞については
「音節型」による処理が相対的に多いといえ
る。敬称の接尾辞を持つ単語は「名詞＋接尾
辞」であり、通常接尾辞は何か意図がない限
り単語の中で重きを置かないように一連に発
音するものであるからだろう。「音節型処理」
すると軽さ、かわいらしさも表現できる。
つの子」（野口雨情作詞、本居長世作曲）の
歌詞「なくんだよ」（譜例５）では、「く」と「ん」
をなめらかに、しかも「ん」は後続する「だ」
を発音するため歯茎鼻音の「ん」で歌う。文
字にすると複雑であるが、日本語を母国語と
していれば会話と同じように発音しながら歌
う、という理解でよい。
Ⅳ－２．「音節型処理」された撥音「ん」を
含むメロディーの基本的な歌い方
　「音節型処理」された撥音「ん」を含むメ
ロディーは、直前の語と撥音「ん」とを一連
につなげて歌うことを示唆している場合と、
直前の語の母音を音価いっぱい伸ばして音価
の最後の方のどこかで撥音「ん」を添えるこ
とを示唆している場合がある。つまり、リズ
ムに当てはめて歌うというよりは、直前の語
の音価の中で適切と思われる位置に撥音「ん」
を歌うことになる。おもしろいことに、例え
ば４拍子の曲で１小節の１/ ２や１/ ４、１/ ８、
１/16の場所に撥音「ん」を配置した場合、
記譜上は現れないが結果的に「モーラ型処理」
となる場合もあるが、それはそれで問題がな
い。むしろ、どのあたりで撥音「ん」を歌え
ば単語の意味やニュアンスに合った表現がで
きるかを考慮することが求められる。「かめ
の遠足」（新沢としひこ作詞、中川ひろたか
作曲）の歌詞「のんびりいこう」（譜例６－ａ）
の「のん」は直後の語「び」に撥音「ん」を
限りなく近づけて歌うと「のんびり」という
ニュアンスをだすことができるが、他の部分
の付点リズムに合わせて「のん」も付点リズ
ムで歌っても雰囲気を出すことができる（譜
譜例５
譜例６－ａ
譜例６－ｂ
― 197 ―
保育者に求められる「範唱」に関する一考察（２）
作曲）の歌詞「とうさんがのこした」（譜例
10－ａ）は「音節型処理」であるものの、
長い２分音符が当てられている。この場合、
先に述べた「のんびり」（譜例６）のように
どこで撥音「ん」を歌うかを考える必要があ
る。格助詞「が」の直前に撥音「ん」を配置
すると、いまはここにいない父親を呼び求め
るような雰囲気を出すことができる。「とう
さん」の次の付点のリズムに合わせて撥音
「ん」を「モーラ型処理」化した場合（譜例
10－ｂ）も同様の表現となり得るが、撥音
「ん」に不要なアクセントをつけず、直後の
格助詞「が」と同様の調音位置で歌いなめら
かにすることが求められる。これは、「モーラ
型処理」された撥音「ん」をもつ単語を歌う
場合と同様である。
　上記のとおり＜敬称の接尾辞＞の半数は
「音節型処理」されているが、直前の語から
撥音「ん」の音程が変わる時にはほぼ「モー
ラ型処理」される。外国曲に翻訳した歌詞を
乗せた曲は、接尾辞「さん」などで音符の数
を調整できるためよく見受けられる。また、
　また、「〇〇さん」などが呼びかけの役割を
持つ場合も多い。「ぞうさん」（まど・みちお
作詞、團伊玖磨作曲）の冒頭の歌詞「ぞうさ
ん」（譜例７）、「どんぐりころころ」（青木存
義作詞、梁田貞作曲）の歌詞「ぼっちゃん」（譜
例８）などはその例である。
　呼びかけは、そこで読点が入るようにいっ
たん呼吸をとるので、すぐに直後の語につな
げることがないため、「音節型」で処理すると
そのニュアンスが出やすい。歌う際には無造
作に「さん」を言い切ってアクセントをつけ
たりせず、接尾辞が添えられている名詞の方
に重きを置くように歌うと呼びかけの雰囲気
が出やすく、この曲には二人以上の登場人物
が存在することを想像しやすくできる。
　また、「やぎさんゆうびん」（まど・みちお
作詞、團伊玖磨作曲）では、歌詞途中の「く
ろやぎさんたら」の「音節型処理」された「さ
ん」は、分割せず直前の語に添うように撥音
「ん」を歌うことで、軽さやかわいらしさに
加え、会話で「くろやぎさん（っ）たら」と
話すような愉快さも表現できる（譜例９－
ａ）。これを「モーラ型」で処理したとする
と（譜例９－ｂ）、「くろやぎさんたら」を平
坦に歌うことになり、ともすると敏感で素直
な子どもの耳には「さんたら」という何かを
想像させないとも限らない。
　逆に、「君をのせて」（宮崎駿作詞、久石譲
譜例７
譜例９―ａ
譜例９－ｂ
譜例10－ａ
譜例10－ｂ
譜例８
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合わせて歌うことが慣例となっている曲の場
合が挙げられるが、特に、「ドキドキドン！一
年生」（伊藤アキラ作詞、桜井順作曲）の歌
詞「ドンといけ」のように重量の大きさを感
じさせる描写や、勢いのある動作の描写には
撥音「ん」に音価と別の音程を与え、「音節型
処理」とは異なり撥音「ん」をしっかりと歌
うように示唆されている（譜例12）。
　また、＜オノマトペ＞の撥音「ん」の直前
の語の母音は、その＜オノマトペ＞が表す対
象の雰囲気を思い浮かべて音色（明るい、暗
い、など）を決めるように発声するようにす
るとより効果的である。
　日本語は他に類をみないほど豊富な＜オノ
マトペ＞を持つといわれている。歌詞中の＜
オノマトペ＞は、その感性を幼少の時から育
てるひとつの重要な機会である。音程がつく
ため、ある程度の制約があるにしても、「範唱」
する立場では何を描写しているのかを聞き手
が正確に想像できるように歌うことを目指し
たい。
Ⅳ－３－３）撥音「ん」が直前の語と同音で
「モーラ型処理」された単語について
　最後に、「弾き歌い」を学習する学生にとっ
て一番苦労する箇所であるともいえる、撥音
「ん」が直前の語と同音で「モーラ型処理」
されるメロディーについて特に説明を加える。
　この例はあまり存在しないが、「おつかいあ
りさん」（関根栄一作詞、團伊玖磨作曲）の
歌詞「あんまりいそいで」（譜例13）、「かた
つむり」（文部省唱歌）の歌詞「でんでんむ
「アイアイ」（相田裕美作詞、宇野誠一郎作曲）
の「おさるさんだよ」（譜例11）などのように、
メロディーを重視した曲にもよく見られる。
この場合、メロディーラインをはっきりと聞
こえさせるために撥音「ん」もよく響かせる
必要がある。撥音「ん」は、鼻音であるため、
非常に聞こえにくく音量も出しにくい。その
ため、やはり後続する語の調音位置で、鼻へ
の響きを意識して発声することを心掛けたい。
Ⅳ－３－２）＜オノマトペ＞の表現
　撥音「ん」を含む＜オノマトペ＞は、「音節
型処理」されたものが約30箇所、「モーラ型処
理」されたものが約10箇所と、圧倒的に「音
節型処理」されたものが多い。擬態語や擬音
語は、そもそも雰囲気や音をことばとして描
写したものであるから、そのリズムを守らな
ければ別のものを表現することになってしま
う。例えば、「バン」と「バーン」は同じ音を
使っていても、リズムが違うことで想起する
対象が変わってくる。子どもの曲の中に出現
する＜オノマトペ＞は楽器・自然・動作・動
物の鳴き声や様子等を表すことが多く、結果
的に撥音「ん」を短く、直前の語とつなげて
「音節型処理」するリズムをもった形が多かっ
たということにもなろう。このような場合は、
撥音「ん」の直前の語の子音の鋭さ、音量、
長さを適切かつ大げさに歌い、その後ろに撥
音「ん」を軽く添えるようすると表情がでる。
　「モーラ型処理」された＜オノマトペ＞は
やはり直前の語と撥音「ん」の音程が変わる
場合、また、二番の歌詞で、一番のリズムに
譜例11
譜例12
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【学生Ａ】曲目「とんび」（葛原しげる作詞、
梁田貞作曲）
指導①：撥音「ん」を含む単語「とんび」（「音
節型処理」譜例15）
　この場合、譜面では２分音符に「とーん」
と歌詞が振られている。すなわち、「音節型処
理」でも「と」から「ん」にすぐ移行させる
のでなく、「と」の母音で伸ばすことが示唆さ
れている。しかし、具体的な位置は示されて
いないため最初はどこに撥音「ん」を配置し
たらよいか、迷いながら歌っていることが見
受けられた。そこで、直後の「び」の直前に
配置するように「と」を長く伸ばす方法と、
直前の「と」のあと比較的すぐに撥音「ん」
に移行させ、撥音「ん」でも伸ばす方法で歌っ
てみた。その結果、「空の上で大きくゆったり
飛んでいる感じがする」と、「び」の直前に撥
音「ん」を配置し、「と」を長く伸ばすことに
決めた。
指導②：撥音「ん」を含む単語「ピンヨロー」
（「音節型処理」譜例16）
　譜面上は、「ピン」がつながって記載されて
いるため、「ピ」からすぐに「ン」に移行し撥
音「ん」で伸ばすように歌っていたが、実際
のとんびの鳴き声を説明し、「ピ」を長く、「ン」
は直後の「ヨ」の直前で歌うようにした。さ
らに４回繰り返すので、２回目と４回目をエ
しむし」（譜例14）などに見られる。
　これは、速いテンポであれば「音節型処理」
に変換することもできるため、「弾き歌い」す
る学生が撥音「ん」を発音するものだという
認識が薄いと混乱することになる。譜例13
はこの曲の出だしだが、右手で譜面どおりの
メロディー、つまり「モーラ型処理」された
メロディーをなぞりながら弾いているのに、
撥音「ん」の存在に気が付いていないために
歌は「音節型処理」しているように歌おうと
してしまう。すると歌とピアノが合わなくな
り、出だしからつまずいてしまう。会話の中
では、撥音「ん」は有声音であっても鼻音で
聞き取りづらく、直前の語に組み込まれてひ
とつの音節となり、明確に認識されにくい存
在であるが、歌うときにはひとつの語として
発音するという意識を常に持つべきであろう。
Ⅴ．実際のレッスンでの指導の例
　ここまで、撥音「ん」を含む単語を中心に、
メロディー上での配置の分類や歌い方を説明
してきた。「弾き歌い」の授業の中で実際に
同様の指導を学生に行っているが、ピアノで
中級程度のレベルを持つ保育者養成校の学生
ＡとＢに対する撥音「ん」を含む単語部分の
歌い方に焦点を当てて行った指導と成果の例
を示す。
譜例13
譜例14 譜例15
譜例16
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　この「おかあさん」は指導①の「おかあさ
ん」と異なり、呼びかけではない。この部分
の歌詞「おかあさんて」は、譜例９－ａおよ
びｂで説明したのと同様のケースで、会話す
る場合の「おかあさんって」という文面を表
している。作曲上も「おかあさん」の後ろに
８分休符が挟まれており、文章のリズムや
ニュアンスと非常によく合っている。そうす
ると、休符で盛大にブレスを取ったりせず、
むしろ音は鳴っていないが休符後の「て」に
まで言葉をつなげるように歌うことを指導し
た。
指導③：撥音「ん」を含む単語「せんたく」
（「モーラ型処理」譜例19）
　ここは、Ⅳ－３－３）で述べた、学生が混
乱するパターンに該当するが、メロディーを
なぞるピアノ部分が４分音符で記譜されてい
るため特につまずくことはなかった。メロ
ディーは同音の８分音符の羅列で記譜されて
いるので、１語ずつ途切れたように、すなわ
ち撥音「ん」にストレスをかけて歌っていた
が、「洗濯」という単語を発語させ、会話での
発音を確認してから歌わせたところ、「音節型
処理」のように「せ」を比較的すぐに「ん」
に移行させて歌った。しかし、なめらかに「洗
濯」という言葉に聞こえた。その理由として、
「音節型処理」とは違い、鋭く「せん」と発
音せず、「せ」の母音をしっかり響かせたうえ
で「ん」に移行したことを確認した。リズム
とテンポにもよるが、このように、譜面どお
りの「モーラ型処理」のリズムに確実に合わ
コーとして音量を変化させることで、近づい
てきたり遠ざかったりする様子も表現できる
ことを指摘した。
成果：「たった二か所だが、撥音「ん」の歌
い方を工夫することで雰囲気を出すことがで
きるのがわかった。」との感想を得た。また、
イメージと音型が一致したためか、同時に声
ものびのびと伸ばせ、音量も十分に音楽的に
歌うことができた。
【学生Ｂ】曲目「おかあさん」（田中ナナ作詞、
中田喜直作曲）
指導①：撥音「ん」を含む単語「おかあさん」
（「音節型処理」譜例17）
　この曲には二人の登場人物がおり、対話形
式になっていることは把握していたが、表現
には結びつけることができていなかった。こ
の「おかあさん」は呼びかけだが、「さん」の
歌い方も長めに歌い、呼びかけているように
は聞こえなかったため、歌詞を朗読させた。
すると、「さん」を短く、「おかあ」よりも音程
は高めに添えるように読んだ。その感覚を忘
れないように歌わせたところ、「さん」を子ど
もらしく呼びかけるように表現することがで
きた。
指導②：撥音「ん」を含む単語「おかあさん
て」（「音節型処理」譜例18）
譜例17
譜例18
譜例19
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り鮮明に「弾き歌い」することができた。「撥
音「ん」はいつもなんとなく歌っていたが、
きちんと音として歌わなければならないと
思った」との感想を得た。
Ⅵ．まとめ
　撥音「ん」にはどのような単語があるのか、
また、曲の中でどのように処理されているの
か、ということは、日本語の子どもの歌を「範
唱」として歌えるように訓練するさまざまな
過程の中で非常に小さな要素かもしれない。
しかし、検証を続けていくうちに、見過ごす
ことのできない、表現につながる大切な要素
であることが確認できた。撥音「ん」の日本
語としての特異な性質により、メロディーと
なったときに感じる違和感や混乱は、まずは
撥音「ん」の存在に気付く、そして撥音「ん」
を歌っているという自覚を持つことで回避し
やすくなる。撥音「ん」の「モーラ型処理」、「音
節型処理」といった形式の意図もよく理解し
表現することで、歌唱そのものの表現力につ
ながっていくであろう。
　初めに述べたとおり、「弾き歌い」の目的の
ひとつは「初めて歌う曲がどのような曲であ
るかを子どもに知らしめる役割・初めて歌う
歌を口伝えで教授する際の補助的な役割」と
して「範唱」することである。日本語で歌う
ことは日本語で話すこととは同じではない。
この違いを徹底するために日本語の発音から
のアプローチを試みているが、「弾き歌い」を
するためには、単に声をきれいに大きく元気
よく出すため発声を鍛えるだけでは補えない
要素がここにあることを確信している。また、
このような日本語の発音からのアプローチは、
声楽を専門としない指導者でも、耳を頼りに
指導することができると考える。これらの観
せていなくても問題ない場合も多い。実際に
節が複数ありメロディーを繰り返す場合など
は、記譜上、１番の歌詞に合わせた音符の配
列にしかなっていない場合があるので、まず
は一般的に歌われている慣例に添うのが適当
だと思われるが、言葉のリズムも判断材料に
することがある。なお、「せんたく」を正しく
「モーラ型処理」されているリズムで歌う場
合には、「せ」と「ん」を分離せず、後続の「た」
の調音位置でなめらかに歌うよう注意し、実
際に歌ってその違いを観察した。
指導④：撥音「ん」を含む単語「シャボン」
（「モーラ型処理」譜例20）
　ここでは、直前の語と撥音「ん」の音程が
変わる。同音で続く場合よりなお撥音「ん」
にストレスをかけるため途切れて聞こえ、指
摘③と同様に指導するとともに、「ボ」の母音
を音価いっぱいまで伸ばしてから「ン」を歌
うことで「シャボン」となめらかに歌うこと
ができた。
成果：中田の「おかあさん」は、子どもの曲
の中でもリズムやメロディーの特徴を重視し
た曲ではなく、言葉の発音に非常に忠実に作
曲された曲である。そのため、「弾き歌い」の
歌唱訓練の教材として有益であると考える。
今回は特に撥音「ん」に対する指導に焦点を
当てたが、その部分を注意するだけでも表現
が豊かになった。学生Ｂは上記指導によって、
一語一語のイメージを描きながら非常に丁寧
に歌うことができ、母と子の会話の情景をよ
譜例20
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城生佰太郎（2012）『日本語教育の音声』　勉誠出版　
東京
山田敏弘（2009）『日本語のしくみ』　白水社　東京
点から今後も「弾き歌い」という実技の指導
から学生の観察を続け、実地で求められ応え
ることのできる保育者を育てるべく考察を続
けていく。
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